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一、天二■の精気金砂が |こ

こもりてここに八十年

その春秋に磨き来し

各校の数は多けれど

こと|こ優れし秋工の
よ よ

誉は世展に尽きざらん

二、天地の精気金砂がに

こもりてここに八+年

その春秋に鍛へ来し

秋工の健児の意気高し

いざや立ていざ奮ヘ

ああ必勝の時ぞ今

必勝の歌

一、赤き血 )卓月の 丈夫 よ

鍛へ鍛へしその腕を

今ぞ現す時は来ぬ

奮え鍛えしその腕を

松の緑は尽きるとも

選手の栄誉は尽きざらん

二、赤き血潮の文夫よ

鍛へし強きl宛もて

期せ必勝の光栄を

汚すな金砂が健児の名
あめつち

世も 天地 も尽きるとも

選手の栄誉は尽きざらん

秋工健児

一、我が頼もしき選手等よ

清き誇りを胸にこめ

骨肉飛散の奮闘 |こ

栄えある園の花こなれ

二、空を彩るコバルトの

秋工鍵児の応援旗

熱声あふれる声援|こ

いざ立て秋工のチャピオン

出陣の歌

一、時は来たれり我が選手

奮へ戦へ倒るまで

赤き心の熱血を

手形が原に流すまで

二、栄ある友よ我が選手

感謝に燃ゆる心もて

炎と赤き真心の
ぐれん    かて
紅蓮の色を糧として

二、姿も雄長しき太平を

朝な夕なに仰ざみて

鍛へし我等が健男児

戦ふ時ぞ今来る
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金砂健児

一、風 蒲校 と雲を呼ぶ
大平下る ,京風 |こ

金砂が原頭只中に

我等が健児のその勲


